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成果の概要

本研究ではコロナ加熱メカニズムの解明を目指し、対流層からコロナまでを含むセルフ
コンシステントな磁気流体シミュレーションにより、対流と磁場の相互作用による擾乱の
発生、エネルギーの伝播、散逸過程を調べた。一昨年 9月に打ち上げられた日本の太陽観
測衛星「ひので」の観測は、光球面の至る場所で粒状斑サイズの微細な水平磁場の浮上が
起きていること を発見したが、本研究のシミュレーションにより、この様な水平磁場浮上
が対流と磁場の相互作用により太陽面の様々な環境で起き得ることを示した。また、この
微細水平磁場が、光球からコロナへと伸びる垂直磁場と彩層で磁気リコネクションを起こ
し、プラズマのローカルな加熱とジェットの発生を引き起こす他、コロナへ伝わる高周波
波動を発生させることが分かった。高周波波動は非線形効果による衝撃波形成を通じてコ
ロナ加熱に有利な他、10Hz以上の高周波はイオンサイクロトロン共鳴により太陽風中で
観測されている重イオンの異常加熱の起源を説明することができる。まとめると、今年度
の成果はひのでが発見した微細水平磁場の起源を説明し、さらにそのコロナ加熱、太陽風
加速への重要な寄与を予言した点であり、この予言はひのでデータのさらなる解析で検証
されることが期待される。




